
秋田赤十字病院　　がん化学療法評価委員会

臨床使用
分類

■治療　(エビデンスレベル　□１　　■２　　□３　　□４　　□５　　)

□研究(□多施設自主研究、□単施設自主研究、□市販後臨床試験、□治験、□その他

抗癌剤名(商品名)・略号 1日投与量

エビデンス □ガイドライン、■文献、□その他

ガイドライン
文献名

N Engl J Med. 201 ; 384(9) : 829-841.

番号

1クールの日数レジメン名 略名

28日

適応病名
根治切除不能または転移性の淡明細胞型腎細
胞癌

所要時間 60分程度

カボザンチニブ-ニボルマブ4週併用療法

実施部署 ■外来、■病棟、□その他(　　　　　　　　　　　　　　) 放射線療法 ■なし、□あり

適応分類 ■初発、■進行・再発、□術後補助、□術前補助、□超大量、□遺伝子、□その他(　　　　　　　　　　　　　）

適応時表示
コメント □なし、■あり 添付資料 □なし、■あり

投与日(d1,d8等)

連日

28日毎

40㎎

480㎎

6

7

カボザンチニブ（カボメティクス）

ニボルマブ（オプジーボ）

8

1

2

3

4

5

点滴

経口

投与法

その他
(減量・
増量規定
など)

カボザンチニブは副作用に応じて、減量、休薬。ニボルマブは副作用に応じてき
休薬。各薬剤とも副作用からの改善により、再開、増量。

レジメン名　カボザンチニブ-ニボルマブ4週併用療法
(下に前投薬からの投与方法を記載)

Ｒｐ 医薬品名 投与量 投与ルート 点滴時間・速度

① 生食ヒカリ 100ml 末梢 キープ用。

② オプジーボ 480㎎ 末梢 30分以上かけて。

生食ヒカリ 100ml 末梢

③ 生食PLフソー 20ml 末梢 フラッシュ用。


